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富山市, 長慶寺の薩摩 ･ 松前 ･ 箱館より寄進の羅漢石像に つ い て
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は じめに

富山市の長慶寺にある五百羅漢は, 現在富山市の民俗民芸

村に隣接して いる関係もあり, 富山市を訪れる多く の観光客

が参拝 ･ 観光 に訪れる名所にな っ て い る｡ 五百羅漢は, 富山

県外の人に も知られ る名所とな っ て い るが, 江戸期の貴重な

石像仏とし て , 宗教史
･ 文化史のうえ で も重要な富山市の文

化財である｡ こ の羅漢造立は, 寛政十年 (
- 七九八) に富山

町人黒牧屋善次郎が発起して寄進を呼びか けたもの で ある｡

彼は羅漢石像を佐渡の石工 にゆだねた｡ 制作された羅漢像は,

廻船 に よ り富山に運ばれたもの で ある｡ こ の ため 五百羅漢は,

俗 に北前船が運ん だ石像仏として知られて い るよう に , 近世

後期の 日本海沿岸地域の商品経済展開や海運発達をも示す文

化遺産である｡ ま た, 石像美術品の招来という文化伝播の面

で も貴重な資料とい える｡

五百羅漢に つ い て は, 故舘盛英夫氏がそ の寄進者の施主名

簿を翻刻され て い る
(1 )
｡ 氏 は こ の施主名簿に記され た松前

や薩摩の人々 の名前よ り, と りわ け蝦夷地松前の人物の名前

が著名な漂涜船長者丸を扱 っ た廻船問屋と同
一

で あ る こ と に

注目された｡ こ の ため氏は,
一

九九二年十
一

月 三日 に東岩瀬

バ イ船研究会主催に より開催された ｢次郎吉
･ 太三郎日本帰

還
-

五○周年記念フ ォ
ー

ラ ム ･ 異文化体験と日本の近代化｣

とい う シ ン ポ ジ ュ ウ ム (於東岩瀬公民館) の討論の場に て ,

この点 の発言をされ て い る｡ こ の討論のまとめを載せた 『バ

イ船研究』 四号 (
一

九九四年刊) の刊行に より, 下に記した

氏の発言を後に知 っ た｡

舘森英夫 こ の地図を ごらん に なりますと, こ こ に松

前, 箱館と いうの がありますね｡ こ の松前から次郎吉,

太三郎が行 っ て い るの で すが, 北海道 へ 行 っ た時に ,
匝i 5) i 51E

こ の松前の河内屋兵衛門の旅館に泊ま っ て い るの です｡

そ して
, 捕虜か何か にな っ て後帰 っ て き ましたが, 帰 っ

て きて また この河内屋兵衛門の宿屋に泊ま っ て い ます｡

そ う い う記録があるの です｡ こ の河内屋兵衛門とい う

方は, 呉羽山にある長慶寺の 五百羅漢を三体寄附して

いる の です｡

と こ ろが, 富山に は河内屋兵衛門という方の 家はな

い の です｡ た だ, 富山市の姥町に黒牧屋善次郎の別宅

が あ っ たの で すが ,
そ こ に多分河内屋が出入りして い

たの で はなかろうかと いう の で , 河内屋兵衛門とい う

方が三体寄附された の で なかろうかと思う の です｡

っ ま り申し上げたい ことば, 岩瀬港と非常に関係の

深い松前表音轟に河内屋兵衛門の旅館があ ると いう こ
とば

, 岩瀬とかかわりが あ っ た とい う
一

つ の 証拠に な

るとい う こと です｡

上 に河内屋兵衛門とあるの は, 録音 の状態が良くな いため に

発生したと考えられる誤植で あるが, も ちろ ん近江屋忠右衛

門の こと である｡

舘盛氏が翻刻された施主名簿など により, そ の後松前や薩

摩から寄進された羅漢がある ことは,
一

部の人 に は知られ て

い たの で はない かと思う｡ 筆者ら は館盛氏がそ の羅漢を探し

て紹介されるもの と考え て い た｡ しか し, 残念ながら氏はそ

の後亡くなられ, 氏が こ の羅漢に つ い て直接紹介した文章を

活字化された ことは聞い て い な い ｡

羅漢 は現在の場所に もともとあ っ た もの で はなく ,
ま た台

座の 文字に判読で きな いも のが多い こと, それ に 五百体と い

う多数の石仏から, 松前と薩摩か ら寄進された羅漢を探すの

は大変と思い, 他の方と同様と考えるが ,
これ ま で調査する

の を控え て きた｡ しか し, 近年, 富山売薬の蝦夷地から薩摩

へ の昆布輸送に関して研究を進めた関係で , や はり こ の寄進

羅漢を探すことが必要に な っ た｡ ま た, 近年富山大学教育学

部付属小学校で は総合学習の ため に呉羽山を対象に選ん でお

り, 中に 五百羅漢を分担して調 べ る子供も いる｡ 総合学習が

本格的に教育現場に導入されると, 呉羽山は近隣の小学校に

と っ て格好の学習対象となる の で はな いかと考える｡ そ こ で

五百羅漢の調査を実施したが, 目的とする羅漢像を見いだす

ことが できた｡ こ の寄進羅漢が どの羅漢像で あるか具体的に

示すことば, 歴史研究面はもとより歴史教育の面で も重要で

ある ｡ こ の た め こ の 羅漢像を本稿で 紹介する こ と に した

が
, 前出の薩摩と松前とされる寄進者に つ い て も, 可能な限

り で あるが調 べ ,
そ の 寄進の 背景に つ い て も ふ れる こと に
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した｡ この た め寄進者名簿を所蔵する長慶寺さん で拝見させ

て い ただき
,
その元絵の画帳もとも に写真撮影させ て い ただ

いた の で
,
あわ せ て この 画帳の関係部分も紹介した い｡

-

､ 施主名簿と画帳

長慶専の五百羅漢は, そ の寄進者の名簿に加えて , 羅漢の

絵もあわせ て残 っ て い る点で , 非常に貴重な美術史 ･ 宗教史 ･

地域史の 資料といえる｡ この た めはじめ に , 五 百羅漢寄進者

の施主名簿と五百羅漢の元絵となる画帳に つ い て 簡単に記し

て おきた い ｡

施主の名簿は縦二五 セ ン チ ･

横
- 八 . 五 セ ン チ の竪帳で あ

る｡ 無記載の表紙に次ぐ丁から若干をまず写真に示す ｡ 写真

1 (論文末に掲載) は中央に ｢ 五百羅漢尊者｣ と題して , 紘

子を持 っ 僧も付し て 描い て い る｡ 脇 に表題を損なうよう に

｢ 五百羅｣ や五が記載された のが い っ か は不明で あるが, 本

稿 で は, 単に施主名簿と以下, 本帳をよ ぶ こ と にする｡ 写真

2 に示したよう に , そ の裏に は発起人の家山こと, 黒牧屋善

次郎が描かれ て い る｡ 次の丁 の中央に ｢釈迦牟尼仏 施主

恵海里｣ とあるが (写真3 ) , 恵海 は長慶寺の住職で あり,

先の僧の絵は彼の絵かもしれな い｡ こ の記事に続い て , 以下,

十六羅漢の寄進者の名簿が記載され て い る｡ 写真4 に み るよ

う に
, 十六羅漢は黒牧屋が主として寄進したもの で あるが,

他の富山町人も
一

部 は寄進し て い る｡ 志甫屋新四郎 ･ 伊沢屋

八兵衛が残り各 一 体 を寄進し て い る｡ こ の は か十代弟子の寄

進の記事もあり
,
こ れ は黒牧屋以外の寄進で あ っ た｡

こ う した十六羅漢
･

十代弟子の寄進の うえ にた っ て , 黒牧

屋の五百羅漢造立の発願が行われたが , 右寄進者の記載に続

い て
, 寛政十年七月の願主家山名に よる ｢ 五百阿羅漢造立募

縁之序｣ と長慶寺の署名印の ある寄進料の言己事を内容とする

勧進文も記録され て い る｡ そ して , 以 下, 羅漢の 名前と寄進

者の名前が記載される こと になるが, 寄進者の名前は戒名を

記したもの も多い｡

次に , 画帳 であるが
,
こ れ も表題は無記載とな っ て い るの

で
, 本稿で は単に画帳とよ ん で おきた い｡ 画帳は縦二六. 五

セ ン チ ･

横
一 九 セ ン チ で あり,

一

切 , 文章 の記録はなく
,
五

百羅漢の 一

体 づ っ の元絵で ある｡ この絵は後に紹介すること

に したい ｡

さて , 本稿の主題で ある薩摩と松前の寄進者の , 施主名簿

の関係部分を取り上げた い｡

薩摩の八幡屋芋兵衛に つ い て は, そ の 記事の前に五百羅漢

造立の発起人で ある黒牧屋の記事があるの で
,
これ を併せて

次 に記す ｡ もちろん , 本来は タ テ書き である｡

黒牧屋

第二百九十
(朱書)
シ ュ エ ン カ ウ

首敏光尊者 茶所葦銭

春渓妙法信女

善次郎

第二百九十
-

( 朱書)
ヂ ダ イ ヰ

持大医尊者

第二百九十 二

(朱書)
ザ フ リ ツ ギ ヤ ウ

蔵律行尊者

黒牧屋は右の 二体を寄進しただ けで はなく
, 発起人として寛

政十年春に十六羅漢を造立し, ま た その修復料と山林を寄付

した ことが寄進者名簿に記載され て い る｡ なお, 問題となる

薩摩の八幡屋であるが , 残念ながら薩摩国の ど この どの よ う

な人か不明で ある｡ 彼が寄進した年は未記載で あるが, そ の

前後の寄進年をみると, 年が判明するニセ五番の寄進と二八
一

番, 飛ん で 三○三番 ･ 三○四番の寄進は いずれも文化三年

であり, 八幡屋の寄進も同年の可能性が高い｡ つ ま り, 富山

売薬が薩摩藩の ため に昆布を蝦夷地から薩摩 へ 運ん だ ことが

判明する天保期
(2)
よ りも早い 時期の寄進となる｡ そ うする

と
,
八幡屋の寄進は, 直接 に こ の天保以降の薩摩組商人らの

昆布輸送と関わり のな い もの と いえる｡ しか し, 薩摩と越中

の交渉の関係からす ると, や は り売薬のかかわりとなるが,

黒牧屋は薩摩組に入 っ て い た ことなど知られて い ない｡ ま た,

薩摩組の売薬商は, 真宗を禁止して い た薩摩藩を考慮して ,

真宗に つ い て顧客に話すことを御法度に して い た こ とはよく

知られ ており, 宗教的な勧進話は避けて い たはず で あ る｡ に

もかかわ らず, こ の ような寄進が あ っ た こ と は , 売薬商の勧

め に よ るか
, 越中の船頭の勧め に よ るもの で ある｡ 時期か ら

して薩摩 へ 越中船が向かう ことばあまり考えられず, 前者の

可能性が高いようで あるが, い ずれ に して も今後検討しなけ

ればならな い
, 重要な研究課題である｡

次に松前とされる近江屋忠右衛門の記事に は, その前後に

近江屋文右衛門という人物の寄進もあるの で
一

緒に次に記す｡

第三百六十

(朱書)
ヂ キ フ ク ト ク

直福徳尊者

施主

近江屋

文右衛門

未二月廿
一 日

梅林貞香大姉
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( 第三百六十
-

は略)

第三百六十二

(朱書)
キケ ン ソ ン

( 朱書)

書見尊尊者

(第三百六十三 は略)

第三百六十四

(朱書)

ダイ バ チ ャ ウ

提婆長尊者

寄進者名簿に は, 近江屋忠右衛門の住所記載はない が, そ の

名前近江屋忠右衛門で富山にかかわり の ある同名の人物は,

館盛氏が判断された よう に , 松前の廻船問屋の近江屋しか適

当な人物はい ない ｡ 名簿 に は, 脇書き に小さく ｢村井T ｣ と

な っ て い るが
,
こ の村井町とはど こな の で あろうか｡ 富山は

もちろん松前にも村井丁という町名はな い｡ 村井町が ど こな

の か地名辞典により調 べ て みると, 角川書店の 『角川日本地

名大辞典別巻Ⅱ ･ 日本地名総覧』 (
一 九九○年) 等 に は, 村

井とし て次の地名が紹介され て い た｡

鹿沼市 (近世! 村井村) , 松任市 (近世, 村井村) , 松本市

(近世, 村井町村) , 滋賀県朽木村 (近世, 村井村) , 滋賀

県日野町 (近世, 村井町)

以上に よると
, 近世で村井を名乗る村も少ないが, 町 となる

と滋賀県日野町の村井町となる｡ 松前は, 中期ま で近江商人

が経済的に大きな力を持 っ て い た こ とが よく知られ て い る よ

う に
,
近江商人が多数進出して 出店を出して い た町で ある｡

出身地の国名を屋号とするの は別に珍し い こ とで もな い｡ 近

江屋忠右衛門が村井丁として記載され て い る の は, あ る い は

同家の 出身地で本家の ある町と い う こと で , この 町名を記載

したよう にも考えられる｡

近江屋がはじめ上田を名乗 っ て い た こ とはす で に明らか に

され て おり
, 長者丸を扱い , 漂流した長者丸の船員が日本 へ

戻り, 松前 に立ち寄 っ た際 に も同家が宿を提供して いた
(3)
｡

松前の廻船問屋の 中で も同家は越中の廻船と縁の深い ことが

わかる｡ ま た, 長者丸の所有者能登屋が当時所持して い た別

の廻船に栄久丸があるが, 同船の 天保八年 ｢ 買仕切帳｣
(4)

に は次の記載がある｡

買仕切

松前上田仕切

-

､ 笹目三百四拾七本

目方

六千七百三拾六貰八百目

代､ 六百八拾七貫百八文

⊂]金六八

百壱両 ト

○ 三百八文 (
~
F 略)

右 に登場する松前の上田と は , 長者丸が宿に した廻船問屋と

み て 間違いな い ｡

さ て
, 近江屋文右衛門は三六○番と三六四番の 二体の寄進

を行 っ て お-り, 前記名簿が記して い るよう にともに末年二月

の 寄進であ っ た｡ 忠右衛門の寄進はその間 の三六二番で , 三

六三番の寄進は大野屋庄右衛門で ,
｢ 文政六年末九月晦日｣

の記載がある｡ 三六三番は米屋清六寄進で あるが, 年月未記

載である｡ なお, 三 六五番寄准の魚津, 大久保氏母の場合は,

｢ 文政七甲申年壬八月十二日｣ の寄進とな っ て お り, 右 の未

年とは文政六年と判断で きる｡

松前の廻船問屋に は近江屋を名乗る文右衛門は知られな い

が
, 嘉永 二年頃の ｢松前商人定宿帳｣ に は, 千島講の講元商

人が記載され て おり, そ の箱館商人の 中に近江屋文右衛門の

名前をみ る
(5)
0 ｢ 千島講宿帳｣ に は松前の 頓に廻船問屋と し

て近江屋忠左衛門が載り, こ れ は屋号記載から上田, 近江屋

忠右衛門家で間違い な い とれさ て い る
(6)
c 近 江屋文右衛門

で あ るが
, 同帳に は廻船問屋 ･ 小宿 ･ 付船宿の項に は記載さ

れて い な い ｡ 彼が どの ような職業で あ っ た か不明であるが ,

講元に なるだけ に有力商人で あり, 富山と のかかわりの ある

商人の可能性がある｡

近江屋忠右衛門らが羅漢を寄進した文政六年とは, 越中か

ら北前船が蝦夷地 へ 向かうよう にな っ た時期である｡ 江差の

｢ 間尺帳
_
｣
(7)
に 初め て 越中の廻船が登場するの が文化十三年

の こと である｡ 次が文政五年で同年以降は毎年, 越中の 廻船

が江差 へ 入津し て い る｡ つ ま り, 近江屋は越中から入り始め

た北前船の船頭のもたらした勧進文 (寄進者名簿の 冒頭に記

載され て い る) か ,
あ るい は直接の発起人の誘いなど に よ っ

て
, 寄進に応じたも の で あるが ,

これ は信仰心だけで はなく,

越中が有力な取引先に なると の判断に た っ た もの で ある｡

なお
!
以上で みた寄進者名簿の羅漢に つ い て , 画帳 に描か

れた元絵は, 次節 で紹介した い ｡

二
､ 寄進された羅漢

羅漢はもともと現在地にあ っ たの で はなく, 呉羽山の登り

口 から山頂 へ の ジ グザク道の 脇に あり, 山頂に は大きな釈迦

三尊石仏があ っ た と い う｡ 富山藩は明子台初年に激し い廃仏穀

釈を実施 したが, や はり そ の 関係で倒され たり, 中 に紛失し

て しま っ た もの もあると いう｡ その後, 半ば埋もれたよう に

な っ て い た羅漢を掘り出して ,
現在地 へ 移し, 整備して配 っ

た と い う
(8)
0

右の経緯に つ い て記載した石碑が羅漢の 前に設けられ て い

る の で
,
この 碑文を左に紹介する｡

羅漢石像修覆記

長慶五百羅漢 - 霊験夙 二 顕 レ開聞ノ恭信篤
■
シ遠ク尊体ヲ

佐渡 ヨ リ五十年ノ良 二 自 ル相承ノ堅信 二 膚 ル而 モ風蝕雪

害歳 卜共 二 加り或 - 穀損 シ或 - 埋没 ス 有志深ク之 ヲ慨キ

-
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昭和二年九月相図リテ懇 二 発掘修覆 シ漸ク旧 二 復ス 固 二

永劫 ノ美挙 卜謂 フ ベ シ 仇チ之ガ記ヲ作 ル

昭和三年
一

月 従四位勲三等医学博士 石川日出

鶴丸撰

( 以下, 裏面)

記念碑筆者 辻尚村

石像修覆記念碑建設及祭典者

密田松太郎

浮田り夕

常田 ナ ヲ

志摩ゆき

石川囲松

主唱者 小柴直矩

[ ]

石工 伊藤茂

石像修工 玉生平助

こ の碑文に よると, 昭和初年の段階に は, 破損したり, 土中

に埋没して い たと いう｡ この た め昭和二年に埋ま っ た羅漢を

発掘し, 破損したものを修理 した旨を記す｡ 現在, 五百羅漢

は長慶寺の南側, 呉羽山の斜面に整然と並 べ示巳られ て い る｡

羅漢は七由に区分けして , その真ん 中に は幅約三メ ー

ト ル は

どの通路が設けられ て い る｡ ま た, 各羅漢の 問に は石灯龍が

配されて い る｡

羅漢は, 寄進者名簿に記載された勧進文に , 次 の よ う に記

載されて い る｡

御影石本磨壱 ツ石 二 而

羅漢座像御長 三尺三寸

羅漢立像卸長 三尺七寸余

立像座像文字ほり 卜共 二 出来 二 而

一

鉢施主金壱両 ツ ツ

寄進羅漢は御影石で造り, 本磨きで
一

つ の 石から造り, 金
一

両 の寄進料とすると いう｡ そ の像は, 座像を三尺三寸, 立像

は三尺七寸余の大きさ に定め て い る｡

胞婚姻翻飽
290 2 91 2 92 4 段 E ∃

細胞胞翻日脚白脚日月
3 段 目 3 64 3 6 2 3 6 0

図1

さて , 薩摩国の八幡屋宇兵衛が寄進した羅漢で あるが, こ

れ は下から四段目の向か っ て右側に位置して設けられて い る｡

そ の場所は図1 の通りセある｡ 通路か ら四番目に位置して設

けられた この羅漢像は写真5 の羅漢である｡ そ の高さなど各

部所の寸法は図2 ア に示した｡ こ の像は文化初年寄進であり,

当然ながら長期間経過したため に文字が摩滅して読めなくな っ

て い る所も多い｡ しか しなが ら, その台座左側面は比較的保

存状態が良く, 図3 ア の ように記載され て おり, 寄進者名簿

にもあるよう に
,
｢ 施主 薩州 八幡屋芋兵衛｣ とあり, 覗

在も は っ き りと そ の文字が読みとれる (写真 6 ) ｡ 反対 の右

側面に は, や はり同名簿通りに ｢先祖代々｣ と彫られ て い る

が
, 施主名簿にある ｢為菩提｣ の文字は彫られて い な い｡ 台

石正面に は羅漢の名前が刻まれ て い る｡

こ の蔵律行尊者などの羅漢名は, 五百羅漢というもの が考

えだされ て から つ けられた架空の修行者の 名前で , そ の大部

分は名称やそ の 事跡は不明とされ て い る
(9)
｡ 画帳に は写真

7 左の絵が描かれ て い るが, 羅漢像は こ の元絵そ の まま で は

図 2
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富山市, 長慶寺 の 薩摩 ･ 松前 ･ 箱館 よ り寄進 の 羅漢石像 に つ い て

ない も の の
,
そ の おお よその 姿を表現して彫られ て おり, こ

の点は以下に取り上げる羅漢像に も共通する｡

図1 に示したよう に , 八幡屋の羅漢の左隣に , 紛失する こ

となく, 黒牧屋関係の寄進羅漢が二体安置されて い る の で ,

あわ せ て こ れも紹介して おく ｡ まず, 隣の寄進番号で 二九
一

番の羅漢像は写真8 の羅漢である｡ そ の高さなど各部所の寸

法は図2 イ に示した｡ こ の像の 台石正面は ｢持大医尊者｣ と

彫られ｡ こ の台座左側面の
一

部は土の 中に埋もれて い るが ,

比較的保存状態が良く , 図3 イ の よう に は っ き り読 め , 寄進

者名簿の よ う に記され て い る｡ 台座右側面は同名簿通りに

｢ 家山伝盛 首座｣ と彫られ て い る｡ こ の 持大医尊者の 画帳

の絵は写真7 右 である｡

もう
一

体の羅漢は, 寄進番号で 二九○番にあたるもの で ,

写真9 の羅漢で ある｡ こ れも図2 ウ に寸法を示した｡ 台座の

刻文は寄進名簿の よう に ｢茶所賓銭春渓妙法信女｣ と彫られ

て い る｡ 左側面は ｢施主黒牧屋善治 (郎)｣ と記され て い る｡

こ の羅漢の名前は台座正面に彫られて い るよう に首鱗光尊者

で あるが, 画帳 に は写真10 の 絵が描かれ て い る｡

続 い て , 近江屋忠右衛門寄進の羅漢 (写真11) で あ るが,

そ の刻文は図3 エ に示した｡ 台座は 二段 にな っ て お り, 下の

台座左側の文字はは っ き り読め, ｢ 施主 近江屋忠右衛門｣

とある｡ そ の 正面は寄進者名簿に記載された よう に , ｢ 先祖

代々無縁法界｣ と刻まれて い る｡ 右側面はな に もみえな い ｡

図3

ま
.
J= , 上の 台座正面に は羅漢名の ｢ 書見尊尊者｣ と記さ′r L て

い る｡ こ の羅漢の 元絵は写真1 2 で あ る｡

次に 三六四番の近江屋文右衛門の羅漢 (写真1 3) で あ る

が
,
こ れ は台座の正面は番号以外が判読で きな い ｡ そ の左側

面は ｢施主 近江屋文右衛門｣ と記され て い る が, 右側面は

不明で ある｡ こ の羅漢元絵は写真1 4 で あ る｡

近江屋文右衛門は三百六十の羅漢も寄進して おり (写真1 5) ,

こ れ は台座左側面に ｢施主 近江屋文｣ の文字が彫られ て い

るが (図3 カ) , そ の 後の右衛門は土の下に埋もれて い ると

みられる｡ こ の羅漢元絵は写真1 6 で あ る｡

おわ りに

寄進者名簿と羅漢像に より, 間違い なく薩摩から寄進が行

われて い た こ とが確認で きる｡ しか し, 八幡屋芋兵衛とい う

人物が薩摩国の ど こ に居住し, どの ような職業に従事して い

たか残念なが らわか らな い｡ 文化初年に羅漢が寄進され てお

り, 天保以降の薩摩組関係者に よる薩摩 へ の昆布輸送と関わ

りがない寄進と判断で きるが, い ずれ に して もこ の時期に薩

摩と越中の交渉が確認で きるて とは重要で ある｡ しか し, 売

薬商 の勧め に よ り寄進したものか , 越中の廻船の船頭に よ る

勧め に応じて 寄進されたもの か不明で あり, 今後調 べ なけれ

ばならな い重要課題であ争｡

ま た, 羅漢を寄進した近江屋忠右衛門で あるが, 名前から

松前の 廻船問屋近江屋忠右衛門と同
一 人物で あり, ま た名簿

の村井丁の記載を手がかり に 卜 近江日野出身の松前の廻船問

屋と考えた｡ しか し, こ の近江屋は松前の廻船問屋と同
一

人

物で ある可能性が極めて高い もの の , 残念ながらそ の よう に

確定で きたわけで はな い こ とも断 っ て お きたい ｡ か つ て高瀬

重雄氏が長者丸に つ き松前で調査を実施したが, 近江屋の子

孫は不明であり, ま た 『松前町史』 をみ ても近江屋の子孫の

家に残された文書の紹介などな い｡ すで に近江屋の ことを調

べ る手がかりがなくな っ て しま っ た よ う で あるが, あ き らめ

ずに今後も調 べ て い きた い｡ ま た, 近江屋文右衛門に つ い て

ら, 箱館 の有力商人の可能性が非常に大き い もの の , 近江屋

忠右衛門家との関係に つ い て 明らか に で きたわけで はな い ｡

と も に断定が はばかれるもの の , その点の配慮をすれば, 近

世後期における松前 ･ 箱館と越中
･ 富山と の交渉を知るため

の
, 歴史研究および歴史教育の 資料

･

材料として利用が可能

と考える｡ い ずれ に して も箱館の近江屋に つ い て も今後も検

討してみた い ｡

な お
, 本稿 で は羅漢の写真その他写真

･ 図版も多数掲載し

たの で
, 研究 に限らず教育面でも大い に活用し て い ただけれ

ば幸い で ある｡

注

1 . 舘盛編 『長慶寺五百羅漢尊者施主名簿』
一 九九○年

･

自

費出版｡ なお, 塩照夫 『越中の街道と石仏』(北国出版社
･

一

九八 三年)
' は

,
｢ 施主は台帳に よると殆どが越中だが ,
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飛騨十, 能登加賀五, 江戸十, 大阪二 薩摩, 伯蓄, 尾張,

佐渡
, 丹波各

-

の 寄進があ っ た｣ と記しており ( ニセ六
一

ニ セ八頁) , 薩摩からの寄進に つ い て はふれ て い るもの の
,

残念ながらそれ以上の記載はな い ｡

2 . 拙稿 ｢ 富山売薬商の薩摩との昆布 ･ 抜 け荷品輸送と廻船 ･

飛脚｣ ( 地方史研究協議会編 『情報と物流の 日本史一地域

間交流の視点か ら』 雄山閣 ･
一

九九八年参照) ｡ 関連する

論文として拙稿 ｢幕末期, 富山売薬商薩摩組の抜荷取引の

実態｣ (『日本歴史』五九七号
･ 一 九九七年) も参照｡ な お,

文化初年から関係したか後考に まちた い ｡

3 I 6
. 高瀬重雄 『北前船長者丸の 漂流』(清水書院 ･

一

九

七四年) 玉章O

4
. 富山市密田家文書｡

5
.
『松前町史』 史料編三巻 ･

-

八六頁｡

7
. 関川家文書 ･ 江差市文化セ ン タ ー

所蔵｡ なお拙編 『近世

越登賀資料』 第二 (桂書房 ･ 一 九九七年刊) 参照.

写真1

写真 2

8
. 伊藤曙覧 ｢ 五百羅漢｣ 『富山大百科辞典』 富山新聞社 ･

一

九七六年 ･ 京 田良志 ｢長慶寺 ･ 五百羅漢｣ 『富山大百科

辞典』下巻 ･ 北 日本新聞社 ･
一

九九四年, は か｡

9
. 『総合仏教大辞典』法蔵館 ･

一

九八七年.

追記

本来ならば多く の富山県内の小中学校 ･ 高校の先生方や研

究者に見て い ただくため に
, 大学の紀要以外の雑誌 へ の投稿

が望まし い の で あろうが
,
で き るだ け写真を多数掲載するた

め に本誌に投稿した｡

な お, 本稿は, 深井が薩摩 ･ 松前 ･ 箱館の商人寄進の羅漢

石像を確認で きた の で
,
そ の後高山の協力で施主名簿の写真

撮影や石仏の計測を実施し, 本文を深井が執筆し, 図を高山

が作成したもの で ある｡

史料調査にあた っ て長慶寺さん に大変に お世話にな っ た こ

とを末筆なが ら御礼申し上げた い｡
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富山市, 長慶寺の 薩摩 ･ 松前 ･ 箱館 よ り 寄進の 羅漢石像 に つ い て

写真5

蔵律行尊者 (薩州八 幡屋宇兵衛寄進)

写真 6 蔵律行尊者台座碑文
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写真7

蔵律行尊者 ･ 持大警尊者 ( 図帳)

写真8 持 大腎尊者 (車屋清次 ･ 黒牧屋 善次郎寄進)
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写 真9 首 妖光尊者 (黒牧屋 善次郎寄進)



富山市, 長慶寺の 薩摩 ･ 松前 ･ 箱館 よ り 寄進の 羅漢石像 に つ い て

写真10 首級光尊者 ( 図帳)

写 真1 1 書見専尊者 (近江屋忠右衛門番進)

写真1 2 書 見尊尊者 (園帳)
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写真1 3 撞婆長尊者 (近 江 屋文右衛門寄進)

写真14 提婆長尊者 (図帳)

写真1 5 直福徳尊者 (近 江屋文右衛門寄進)

写真1 6 直福徳尊者 (図帳)
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